
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：平成３０年度小田原市都市計画道路見直し等検証調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：小田原市 

 

 

 ３ 調査圏域：小田原市管内 

 

 

 ４ 調査期間：平成３０年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本市では、平成 20 年２月に県のガイドラインに基づき「小田原市都市計画道路

見直しの基本方針」を策定し、都市計画道路の現状と課題を明らかにするととも

に、その必要性を再検証した上で、平成 24 年度までに変更や廃止の都市計画手続

きを行った。 

第１回の都市計画道路見直しの基本方針を策定してから 10 年が経過し、この間

には、東日本大震災を契機とした防災・減災対策の高まりや、人口減少・少子高齢

社会に対応した「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考え方に基づく「立地適

正化計画」の策定など、新たな視点も加わっている。 

このような状況を踏まえ、本調査は、改訂した「小田原市都市計画道路見直し基

本方針」に基づき、第２回目となる都市計画道路の見直しを行うとともに、小田原

駅周辺を取り巻く交通環境や土地利用の変化を踏まえ、今後の交通施策のあり方

について検証を行うものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：平成３０年度小田原市都市計画道路見直し等検証調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

  1. 業務概要 

1.1. 業務の目的 

1.2. 業務の内容 

1.3. 業務の対象範囲 

 

  2. 都市計画道路の見直し検証 

   2.1. 上位・関連計画の整理 
2.2. 現況及び将来の見通しの整理 
2.3. 都市計画道路の見直し検証 

 

  3. 栄町小八幡線の見直し検証 

   3.1. 栄町小八幡線の整備のあり方検討 
3.2. 道路概略検討 
3.3. 地元意見の聴取 

 

  4. 小田原駅周辺のおける交通処理のあり方検討 

   4.1. 交通流動の整理  
4.2. 一般車の誘導方針および誘導施策の検討 
4.3. 観光バスの誘導方針および誘導施策の検討 

 

  5. 小田原駅西口広場及び周辺部の将来ビジョンの検討 

   5.1. 西口駅前広場及び周辺部の問題点と課題の整理 
5.2. 一般車の誘導方針および誘導施策の検討 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

    なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

    なし 

 

 

 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

近年の人口減少や少子高齢社会の進展など、社会経済情勢が大きく変化してお

り、都市構造の骨格をなす都市計画道路が、より効率的な整備が必要となる中で、

都市計画決定後、長期間が経過しても未だに事業に着手していない路線が存在す

ることを踏まえ、必要性の再検証が求められている。 

本市では、第１回の都市計画道路見直しの基本方針を策定してから 10 年が経過

し、この間に、人口減少・少子高齢社会に対応した「コンパクト・プラス・ネット

ワーク」の考え方に基づく「立地適正化計画」の策定など、新たな視点が加わって

いることから、第２回目となる都市計画道路の見直しを行うとともに、検証対象

路線である栄町小八幡線については、地元においてまちづくり研究会を開催する

など、機運が高まっていることから、今回の検証業務において、より綿密な検証作

業を実施するなど、小田原駅周辺を取り巻く交通環境や土地利用の変化を踏まえ、

今後の交通施策のあり方について検証し、より効率的な整備を行うことで、持続

可能なまちづくりに繋げることを目的とするものである。 

 

 

 

 

 

  



 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

  



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

【都市計画道路の見直し検証】 

 

  



  



  



【栄町小八幡線の見直し検証】 

 

 



 

 


